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沖縄 －本土復帰から52年－

皆さんは、「沖縄」にどのようなイメージをもってい
るでしょうか。旅行で現地を訪れたことのある人もいる
でしょう。「温暖」「青い海」「珊瑚礁」など、南国の
楽園的なイメージが浮かんでくるかもしれません。事実、
年間をとおして、多くの客が訪れる観光県です。

しかし、沖縄には悲しい歴史があります。先の大戦末期、1945年3月、
米軍は慶良間(けらま)諸島に上陸しました。その後、主戦場は沖縄本島へ移っ
ていきます。日本軍の沖縄守備隊は米軍に抗戦し、本土決戦への時間稼ぎのた
めに戦いました。戦闘は熾烈(しれつ)を極め、戦没者は約12万人と言われて
います。(当時の沖縄県の人口は48万人)その中には、日本軍によって防空壕
から追い出されて亡くなった人、集団自決を強要された人、毒薬を注射されて
死んだ子どもたち、マラリアや飢えで死んだ人等、沖縄戦は地獄の様相でした。
8月15日に終戦を迎えましたが、沖縄はアメリカに支配されました。日本

本土と行き来するにはパスポートが必要、通貨はドル、自動車は右側通行とい
う時代が27年間続きました。そして、1972年5月15日、沖縄はやっと日本
本土に復帰することができたのです。
今年で、沖縄の本土復帰から52年目となりました。しかし、本土復帰後半

世紀あまり経った今、他国との間で懸念される事案もあります。尖閣諸島
(沖縄県石垣市)周辺で、石油埋蔵の可能性が指摘された後の1970年代以降、
中国が尖閣諸島は古くから自国の領土であると主張しています。しかし、尖閣
諸島は歴史的に日本固有の領土であり、国際法でも何ら問題はありません。
以前、2、3年生にはウクライナで起きていることは、遠く離れたところの

問題ではないと伝えました。尖閣諸島、北方領土など、日本の主権が脅かされ
ていることは、日本にとって重大な事態です。
現在、沖縄には、米軍基地や日本の自衛隊の基地や駐屯地が多くあります。

このことに対して賛否両論があります。しかし、沖縄における米軍と自衛隊の
存在は、他国からの侵略を防ぎ、平和を維持するための抑止力になっていると
いう考え方もできるのではないでしょうか。
皆さんには、日本の平和を維持するためにどうすればよいかを、自分自身の

考えをしっかりともってほしいのです。

学校ホームページで、 日々の教育活動のようすを公開してい

ます。どうぞ、本校ホームページを閲覧してください。


